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コクランレビュー抄録集日本語版　1998年第4版は、1997年から1999年にかけて、ボランティアベースで翻訳がなされたものである。その経緯は以下に詳しい。 

“The Cochrane Library / Cochrane Database of Systematic Review (CDSR)のabstractの日本語訳について”(2000.12.31)　

　http://cochrane.umin.ac.jp/JP/about_translation.html
このプロジェクトでは、当初からwebでの公開が計画された。初期には種々の機関のサーバーを借りて公開がなされた。その経緯は以下のごとくである。

第1期：1997.9.30-2001.3.31 

国立医薬品食品衛生研究所（1997.7.1まで、国立衛生試験所:国立衛試, National Institute of Health Sciences: NIHSと称されていた。改称後も英語名は同じ）のサーバーに収載。 当時の化学物質情報部部長・神沼二眞氏の好意による。　

第2期　2001.4.1-2002.3.31　

国立公衆衛生院(National Institute of Public Health: IPH)のサーバーに収載。同図書館図書専門官・磯野威氏の好意による。

第3期2002.4.1-2007.5.7   

 国立保健医療科学院(Institute of Public Health: IPH)のサーバーに収載。国立公衆衛生院が他の研究所と統合し国立保健医療科学院と再編統合されたことに伴う。引き続き、磯野威氏の好意による。

第4期　2007.5.8- 

JANCOCのサーバーに収載。JANCOCのサーバーは、当初、東京医科歯科大学難治疾患研究所情報医学研究部門(臨床薬理学)のものを用いていたが、2000.12.1 に、UMINに移行した。2007.5.8の、コクランレビュー抄録集日本語版のUMIN上のJANCOCのサーバーへの収載は、これまで分散されていた管理を統合するため。

　なお、2006.6.19からは、（財）日本医療機能評価機構医療情報サービスMinds (Medical Information Network Distribution Service, http://minds.jcqhc.or.jp/)に、診療ガイドラインに関連したコクランレビュー抄録のcurrentなversionの日本語訳が収載されている。以下に詳しい記載がある。

http://cochrane.umin.ac.jp/minds2007.doc
